
 介護老人保健施設事業会計

 国民健康保険診療所事業会計

 水道事業会計

 病院事業会計

平
成
２３
年
度

市
の
決
算
概
要

 

一
般
会
計
の
決
算
状
況

　

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
差
引
額
は
、
１５

億
０
５
８
５
万
円
で
、
平
成
２４
年
度
へ
予

算
を
繰
越
し
た
事
業
の
た
め
の
財
源
１
億

０
２
６
１
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支

額
は
、１４
億
０
３
２
４
万
円
の
黒
字
で
す
。

　

歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
が
１
０
４
億

２
９
７
３
万
円
で
歳
入
総
額
の
３４
・
６
㌫

を
占
め
、
市
税
が
７０
億
３
６
３
０
万
円

（
２３
・
４
㌫
）、
借
金
の
市
債
は
３３
億
６
５

８
０
万
円
（
１１
・
２
㌫
）
で
し
た
。

　

そ
の
他
、
市
の
事
業
に
対
す
る
国
や
県

か
ら
の
補
助
金
と
し
て
、
国
庫
支
出
金
が

２４
億
１
１
９
１
万
円
（
８
・
０
㌫
）、
県
支

出
金
が
１９
億
５
８
５
４
万
円
（
６
・
５
㌫
）

の
収
入
が
あ
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
高
齢
者
福
祉
や
障
が
い
者

福
祉
、
生
活
保
護
な
ど
の
福
祉
事
業
、
保

育
所
の
運
営
、
子
育
て
の
た
め
の
手
当
て

の
支
給
な
ど
の
民
生
費
が
６４
億
５
３
７
２

万
円
で
歳
出
総
額
の
２２
・
６
㌫
で
し
た
。

職
員
管
理
や
地
域
活
性
化
事
業
な
ど
を
含

む
総
務
費
は
、
４７
億
２
４
２
３
万
円
（
１６
・

５
㌫
）、
予
防
接
種
な
ど
の
健
康
事
業
や

廃
棄
物
処
理
の
経
費
な
ど
を
含
む
衛
生
費

は
、
３９
億
７
５
０
４
万
円
（
１３
・
９
㌫
）、

学
校
施
設
な
ど
の
整
備
を
行
っ
た
教
育
費

は
、
３４
億
６
６
９
２
万
円
（
１２
・
１
㌫
）、

土
木
費
２５
億
５
１
２
１
万
円（
８
・
９
㌫
）、

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
借
金
の
返
済
と
な
る
公
債
費
は
、

４０
億
１
１
７
３
万
円
と
歳
出
総
額
の
１４
・

０
㌫
を
占
め
ま
し
た
。

　
平
成
２３
年
度
の
市
の
決
算
が
確
定
し
、
９
月
の
市
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
は
、
１
年
間
に

ど
の
く
ら
い
お
金
が
入
り
（
歳
入
）、
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
（
歳
出
）
か
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
。
決
算
を
す

る
こ
と
で
、
市
の
財
政
状
況
の
分
析
が
で
き
ま
す
。
一
般
会
計
に
特
別
会
計
と
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
市
の
歳

入
総
額
は
、
５
０
０
億
９
８
５
４
万
円
。
歳
出
総
額
は
４
８
４
億
６
４
６
７
万
円
。
歳
入
と
歳
出
の
差
し
引
き

額
は
、
１６
億
３
３
８
７
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
決
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
　
財
務
課
財
政
係
（
内
線
３
５
２
）

歳
出
総
額
は
４８５
億
円

歳入総額　３０１億０,４８６万円

歳出総額　２８５億９,９０１万円

▲地域材を使った木造平屋建ての明智保育園を整備

特別会計 歳　入 歳　出 歳入歳出決算差引額

国民健康保険 ５４億９,９２３万円 ５３億９,２８１万円 １億０,６４２万円

介護保険（事業勘定） ４８億１,６３８万円 ４６億９,９８３万円 １億１,６５５万円

（サービス事業勘定） ３,６５０万円 ３,６５０万円 ０万円

簡易水道 ８億５,７４６万円 ８億５,６９５万円 ５１万円

農業集落排水 ２億９,１０２万円 ２億９,０８９万円 １３万円

駐車場 ３,６５３万円 ３,３１７万円 ３３６万円

公共下水道 １３億８,０２９万円 １３億７,０９６万円 ９３３万円

遠山財産区 ８０８万円 ７５４万円 ５４万円

上財産区 ２２８万円 １８８万円 ４０万円

後期高齢者医療 ５億７,８２０万円 ５億６,６４０万円 １,１８０万円

計 １３５億０,５９７万円 １３２億５,６９３万円 ２億４,９０４万円

資本的収支決算

収入 ２,６６７万円

支出 ２,８８５万円

収益的収支決算

収入 ６億３,６２５万円

支出 ６億０,９１２万円

資本的収支決算

収入 ２,１５６万円

支出 ３,５８７万円

収益的収支決算

収入 ４億７,１７４万円

支出 ４億９,３８６万円

資本的収支決算

収入 １億３,７４１万円

支出 １億７,０１３万円

収益的収支決算

収入 ３７億８,７４１万円

支出 ３７億０,８２８万円

資本的収支決算

収入 １億４,０４１万円

支出 ３億８,５２０万円

収益的収支決算

収入 ８億６,２５５万円

支出 ７億５,５０７万円

□事業概要
　給水件数：１０,９２２件　
　総配水量：４,２９７,５８１立方㍍

□市立恵那病院　　　　
　外来患者数：６９,４６２人　
□国保上矢作病院
　外来患者数：２８,８５６人　

□事業別利用者数
　入所事業：３２,１７２人　
　短期入所事業：２,０７０人

□６診療所
　外来患者数：４７,１３３人

 

借
金
（
市
債
）
の
状
況

●
市
民
１
人
に
、
約
１
０
４
万
円
の
借
金

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の

借
金
の
総
額
は
５
６
３
億
９
８
０
３
万
円

　

市
民
一
人
当
た
り
の
貯
金
が
２７
万
３
８

９
９
円
あ
る
状
況
で
す
。

  

近
隣
市
と
の
比
較

　

本
市
の
財
政
状
況
を
客
観
的
に
確
認
で

き
る
よ
う
に
、
東
濃
地
域
の
各
市
と
比
較

し
ま
し
た
。
本
市
の
主
な
財
政
状
況
の
過

去
６
年
間
の
推
移
と
、
東
濃
地
域
の
各
市

は
、
平
成
２２
年
度
ま
で
の
過
去
５
年
間
の

財
政
状
況
を
、
次
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
で
示

し
て
い
ま
す
。

▲資源ごみ回収拠点施設ふれあいエコプラザの整備でリサイクルを推進

 

貯
金
（
基
金
）
の
状
況

●
貯
金
は
市
民
１
人
当
た
り
約
２７
万
円

　

市
の
貯
金
の
総
額
は
１
４
９
億
２
１
２

１
万
円
で
、
昨
年
度
と
比
べ
て
２０
億
０
８

１
８
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

で
、
昨
年
度
と
比
べ
て

９
億
６
３
８
０
万
円
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

借
金
を
市
民
一
人
当

た
り
に
換
算
す
る
と
、

１
０
３
万
５
２
６
３
円

と
な
り
ま
す
。（
平
成
２４

年
３
月
３１
日
現
在
の
人

口
５
万
４
４
７
７
人
）

 介護老人福祉施設事業会計

資本的収支決算

収入 １,９８８万円

支出 １,９４４万円

収益的収支決算

収入 ３億８,３８３万円

支出 ４億０,２９１万円

□事業別利用者数
　入所事業：２０,８４０人　
　短期入所事業：３,３８１人

市債の現在高 ５６３億９,８０３万円

一般会計 ３７２億９,０３８万円

特別会計 １５４億１,３５４万円

企業会計 ３６億９,４１１万円

一般会計に属する基金 １２６億７,３９０万円

地域振興基金 ２８億３,６６９万円

財政調整基金 ２８億０,４５４万円

病院施設等整備基金 ２０億円

公共施設整備基金 １５億０,３５０万円

減債基金 １０億２,１１３万円

地域福祉基金 ９億８,３２０万円

市民のまちづくり基金 ５億２,０９４万円

地域づくり基金 １億６,４４５万円

図書館基金 ５,７２１万円

過疎地域自立促進基金 ５,３９８万円

その他 ７億２,８２６万円

特別会計に属する基金 ８億３,１８８万円
国民健康保険給付基金 ５億３,５２７万円
駐車場施設整備基金 ２億４,７５９万円
農業集落排水基金 １,３２４万円
その他 ３,５７８万円

企業会計に属する基金 １億３,８１３万円
積立金（水道事業） ６,０００万円
積立金（介護老人福祉施設） ５,５８３万円
その他 ２,２３０万円

定額の資金を運用する基金 １２億７,７３０万円
土地開発基金 ９億７,０７６万円
奨学資金貸与基金 ２億６,７４７万円
その他 ３,９０７万円

（４０億１,１７３万円）

一般会計
（歳入）

一般会計
（歳出）

地方交付税３４.６％

市税２３.４％

国庫支出金８.０％

市債１１.２％

県支出金６.５％

その他１６.３％

民生費２２.６％

総務費１６.５％

公債費１４.０％

教育費１２.１％

衛生費１３.９％

土木費８.９％

その他１２.０％

図１

図２

　◆企業会計

◆特別会計

◆一般会計

◆基金

◆市債

（１０４億２,９７３万円）

（７０億３,６３０万円）
（３３億６,５８０万円）

（２４億１,１９１万円）

（１９億５,８５４万円）

（６４億５,３７２万円）

（４７億２,４２３万円）

（３９億７,５０４万円）

（３４億６,６９２万円）

（２５億５,１２１万円）

（４９億０,２５８万円）

（３４億１,６１６万円）
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な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
に
対
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
共
事
業
に
伴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
資
金
の
使
途

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
、
財
源
を
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
公
共
資
産
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

備
収
支
で
は
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２２
億
円
、
投
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

活
動
や
借
金
返

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

済
に
よ
る
資
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

収
支
を
示
す
投

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

資
・
財
務
的
収

支
で
は
、
約
６１
億
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
経
常
的
収
支
、
す
な

わ
ち
一
般
財
源
で
賄
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

平
成
２３
年
度

市
の
決
算
概
要

 

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
概
要

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
市
の
資
産
と
そ

の
資
産
を
ど
の
よ
う
な
財
源
（
負
債
、
純

資
産
）
で
賄
っ
て
き
た
か
を
示
し
た
も
の

で
す
。

　

一
般
会
計
に
お
け
る
市
の
総
資
産
は
、

約
１
４
６
０
億
円
。
道
路
や
公
共
施
設
な

ど
を
整
備
す
る
た
め
に
発
行
す
る
地
方

債
な
ど
の
負
債
総
額
は
、
約
４
３
５
億

円
。
現
在
ま
で
の
世
代
が
税
金
を
支
払
っ

て
、
す
で
に
整
備
さ
れ
た
純
資
産
は
、
約

１
０
２
５
億
円
と
な
り
ま
す
。
ま
た
市
民

１
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
資
産
は
約

２
６
８
万
円
で
、
負
債
が
約
８０
万
円
、
純

資
産
が
約
１
８
８
万
円
と
な
り
ま
す
。

 

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
の
概
要

　

１
年
間
の
行
政
活
動
の
う
ち
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
や
ご
み
の
収
集
に
係
る
経
費
な

ど
、
資
産
形
成
に
つ
な
が
ら
な
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
伴
う
支
出
と
、
使
用
料
や
手

数
料
な
ど
の
収
入
を
示
し
た
も
の
が
行
政

コ
ス
ト
計
算
書
。
企
業
会
計
で
い
わ
れ
る

損
益
計
算
書
に
相
当
す
る
も
の
で
す
。

　

資
産
形
成
に
つ
な
が
ら
な
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
掛
か
っ
た
費
用
は
、
約
２
２

８
億
円
で
、
使
用
料
な
ど
受
益
者
が
負
担

し
た
約
８
億
円
を
除
く
と
、
純
粋
な
行
政

コ
ス
ト
は
約
２
２
１
億
円
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
市
民
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る

と
、
約
４１
万
円
の
費
用
が
掛
か
っ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

 バランスシート

資産の部 金　額

公共資産
学校や道路の建設、
土地購入などに使わ
れたお金の総額

１,２６４億７,５００万円

（うち未使用資産） （９億４,１００万円）

投資など
関係団体への出資金
や公共施設整備ほか
に蓄えているお金

１４１億８,０００万円

流動資産
現金や貯金、必要な
ときに現金化するこ
とができる積立金、
市税などの未収金

５３億９,３００万円

（うち歳計現金） （１５億０,６００万円）

資産合計 １,４６０億４,８００万円

負債の部 金　額

固定負債
翌々年度以降に支払
いや返済が行われる
予定のもの

３９５億０,４００万円

流動負債
翌年度に支払いや返
済をするもの

４０億３,８００万円

合　計 ４３５億４,２００万円

純資産の部 金　額

国と県からの補助金 ２２６億３,７００万円

一般財源などの自主
財源

７９８億６,９００万円

合　計 １,０２５億０,６００万円

負債及び純資産合計 １,４６０億４,８００万円

 行政コスト計算書 純資産変動計算書

 資金収支計算書

経常行政コスト 金　額

人にかかるコスト
人件費、退職給与引
当金など

４６億９,２００万円

物に係るコスト
電気料、修理など維
持補修費など

９０億５,３００万円

移転支出的なコスト
高齢者や児童などへ
の手当（扶助費）、団
体への補助金、特別
会計への操出金など

８３億６,２００万円

その他コスト
市債の利子、時効によ
り納入されなかった
税金（不納欠損）など

７億３,９００万円

合　計 ２２８億４,６００万円

経常収益 金　額

使用料・手数料 ６億５,８００万円

分担金・負担金・寄
付金など

１億２,４００万円

合　計 ７億８,２００万円

（差し引き）
純経常行政コスト

２２０億６,４００万円

期首純資産残高 １,００５億９,５００万円

（純経常行政コスト）△２２０億６,４００万円

（一般財源） １９６億２,１００万円

（補助金） ４３億９,１００万円

（臨時損益など） △３,７００万円

期末純資産残高 １,０２５億０,６００万円

期首歳計現金残高 １８億３,５００万円

（経常的収支） ７９億５,０００万円

（公共資産整備収支）△２２億０,３００万円

（投資・財務的収支）△６０億７,６００万円

期末歳計現金残高 １５億０,６００万円

 

純
資
産
変
動
計
算
書
の
概
要

　

純
資
産
変
動
計
算
書
は
、
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
の
純
資
産（
資
産
と
負
債
の
差
額
）

が
１
年
間
に
ど
の
よ
う
に
増
減
し
た
か
を

示
し
た
も
の
で
す
。

　

平
成
２３
年
度
末
の
純
資
産
残
高
は
約

１
０
２
５
億
円
と
な
り
昨
年
度
末
と
比
べ

て
約
１９
億
円
の
増
加
と
な
り
ま
す
。

 

資
金
収
支
計
算
書
の
概
要

　

性
質
の
異
な
る
３
つ
の
区
分
に
分
け

て
、
１
年
間
の
現
金
の
流
れ
を
示
し
た
も

の
が
、
資
金
収
支
計
算
書
で
す
。

　

日
常
の
行
政
活
動
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
資

金
の
経
常
的
な
収
支
は
、
約
８０
億
円
と

●　用語の説明　●
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●　財政力指数　●

 

財
政
健
全
度
の
状
況

　

平
成
２０
年
４
月
１
日
に
一
部
施
行
さ
れ

た
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
算
定
と
公
表
が

義
務
付
け
ら
れ
た
実
質
赤
字
比
率
や
連
結

実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将

来
負
担
比
率
の
四
つ
の
指
標
の
健
全
化
判

断
比
率
と
、
公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足

比
率
は
次
の
通
り
で
す
。
実
質
公
債
費
比

率
は
１
・
１
ポ
イ
ン
ト
、
将
来
負
担
比
率

は
２０
・
３
ポ
イ
ン
ト
と
、
そ
れ
ぞ
れ
昨
年

度
か
ら
改
善
し
ま
し
た
。
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●　一人当たりの積立金　●

多治見市・土岐市・瑞浪市・中津川市・恵那市の財政状況の比較

（一般会計） （一般会計）

決
算
概
要
の
詳
細
は
、市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp

://w
w

w
.c

ity
.e

n
a.lg

.jp
/

）
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

健全化

判断比率

指標名 恵那市の数値 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 － １２．５９％ ２０．００％
連結実質赤字比率 － １７．５９％ ３５．００％
実質公債費比率 １１．４％ ２５．０％ ３５．０％
将来負担比率 ５１．４％ ３５０．００％

※実質赤字比率と連結実質赤字比率は黒字の場合「－」で表します

指標名 会計名 恵那市の数値 経営健全化基準

資金不足比率

水道事業会計 － ２０．０％
病院事業会計 － ２０．０％
介護老人保健施設事業会計 － ２０．０％
国民健康保険診療所事業会計 － ２０．０％
簡易水道事業特別会計 － ２０．０％
農業集落排水事業特別会計 － ２０．０％
公共下水道事業特別会計 － ２０．０％

※資金不足がない場合「－」で表します

８４．６

８３．４

９４．５

９０．５

８０．１
H１８ H１９ H２０ H２１ H２２ H２３

０．７７

０．６６

０．５２
０．６１

０．５１ ０．５０

７．１

１０．２

１２．５

１５．２

２．８

１１．４

（％）

（円） （円） （円）（円）

（％）

（％） （％）

H１８ H１９ H２０ H２１ H２２ H２３

H１８ H１９ H２０ H２１ H２２ H２３ H１８ H１９ H２０ H２１ H２２ H２３

H１８ H１９ H２０ H２１ H２２ H２３

８１．９

土岐市

中津川市

恵那市

瑞浪市

多治見市
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